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数
専
会
だ
よ
り 

【
総
会
報
告
】 

 日
時 

平
成
十
八
年
六
月
十
日
（
土
） 

於 
 

七
二
年
館
一
階 

次
第 

一
部 

総
会
議
事 

一
、
活
動
報
告 

二
、
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告 

三
、
予
算
案 

四
、
会
則
改
正
に
つ
い
て 

五
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

六
、
追
分
寮
に
つ
い
て 

七
、
研
究
部
講
座
報
告 

八
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

九
、
そ
の
他 

二
部 

ソ
プ
ラ
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

塩
谷
靖
子
氏(

Ｓ
４
６)

の
公
演 

 

一
部 

総
会
議
事 

一
、
活
動
報
告 

 
 

各
部
報
告 

 

詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
。 

二
、
決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告 

 
 
 
 
 

 
 
 

詳
細
は
６
、
７
ペ
ー
ジ
参
照
。 

三
、
予
算
案 

 
 

詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
参
照
。 

四
、
会
則
改
正
に
つ
い
て 

 

時
代
に
即
し
た
会
則
が
平
成
十
七
年
度
の
総
会

で
承
認
さ
れ
た
が
、
更
に
今
年
度
、
第
二
章
、
第

４
条
が
改
正
さ
れ
承
認
を
得
た
。
改
正
さ
れ
た
会

則
は
左
記
の
青
字
の
通
り(

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
。
ま
た
改
正
さ
れ
た
会
則
を
ご
希
望
の
方

は
《**

》
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い)

。 

第
４
条 

本
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

１
． 

東
京
女
子
大
学
卒
業
者
の
う
ち
大
学
院
理
学
研
究

科
・
数
学
専
攻
部
・
専
門
部
数
学
科
・
数
理
科
・

数
理
学
科
を
卒
業
し
た
者
。 

２
． 

東
京
女
子
大
学
に1

年
以
上
在
学
し
、
大
学
院
理

学
研
究
科
・
数
学
専
攻
部
・
専
門
部
数
学
科
・
数
理
科
・

数
理
学
科
に
在
籍
し
た
同
窓
会
会
員
。 

付
則 

４
． 

本
会
則
は
平
成
十
八
年
六
月
十
日
よ
り
実

施
す
る
。 

《*
*

》
広
報
部 

渡
辺
信
子(

０
４
２
４-

８
１-

５
３
３
８)

 

 

五
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

 
今
年
は
東
京
女
子
大
学
安
井
て
つ
記
念
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
る
（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

 

六
、
追
分
寮
に
つ
い
て 

東
京
女
子
大
学
追
分
寮
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月

に
取
り
壊
さ
れ
た
。
数
専
会
有
志
を
中
心
に
再
建

の
た
め
の
署
名
を
集
め
て
い
る
。
集
ま
っ
た
署
名

は
高
月
会
長
を
通
じ
東
京
女
子
大
学
理
事
長
に
渡

さ
れ
る
。
飛
び
入
り
で
高
月
会
長
が
こ
ら
れ
、
追

分
寮
の
歴
史
等
を
話
さ
れ
、
数
専
会
の
署
名
に
賛

同
の
意
を
表
さ
れ
た
。
継
続
的
に
署
名
を
集
め
る

こ
と
と
す
る
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
。 

 

七
、
研
究
部
講
座
報
告 

 

各
講
座
の
代
表
者
よ
り
講
座
の
内
容
、
日
時
、

会
費
等
が
紹
介
さ
れ
た
。
な
お
現
在
の
研
究
部
講

座
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
。 

 

八
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

 

次
の
○
印
の
方
々
が
総
会
に
先
立
つ
ク
ラ
ス
幹

事
会
で
推
薦
さ
れ
、総
会
で
選
出
、承
認
さ
れ
た
。

会
長
、
副
会
長
、
常
任
幹
事
は
次
の
通
り
。 

  

会 

長 
 

飯
山 

良
子
（
Ｓ
４
１
） 

 

副
会
長 

 

木
谷 

玲
子
（
Ｓ
３
７
） 

 
 
 
 
 

○
多
羅
尾
千
恵
（
Ｓ
４
３
） 

 

庶
務 

 
 

山
田 

洋
子
（
Ｓ
４
１
） 

 
 
 
 
 

 

遠
藤 

陽
子
（
Ｓ
４
５
） 

 

厚
生 

 

○
平
澤
眞
理
子
（
Ｓ
５
２
） 

 

研
究 

 
 

高
山
千
津
子
（
Ｓ
４
１
） 

 
 
 
 
 

 

庵
原
ち
ひ
ろ
（
Ｓ
５
０
） 

 

広
報 

 
 

岩
本 

福
子
（
Ｓ
４
５
） 

 
 
 
 
 

 

渡
辺 

信
子
（
Ｓ
５
０
） 

 

会
計 

 
 

松
本 

友
子
（
Ｓ
４
８
） 

 
 
 
 
 

 

荒
木 

祐
子
（
Ｓ
５
２
） 

 

書
記 
 

 

岩
崎
え
り
子
（
Ｓ
５
３
） 

 

Ｈ
Ｐ
担
当 

  
 

荒
木 

純
子
（
Ｓ
５
０
） 

 

大
学
担
当  

  
 

杉
山 

真
澄
（
Ｓ
４
４
） 

 

会
計
監
査  

  
 

廣
田 

貞
子
（
Ｓ
２
４
） 
 
 
 
 

   

土
屋 

昌
子
（
Ｓ
３
２
） 

  

平
成
十
七
年
度
で
任
期
満
了
の
方
々
は
次
の
通

り
。
長
い
間
、
数
専
会
の
た
め
に
御
尽
力
下
さ
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

副
会
長 

 

吉
益
美
恵
子
（
Ｓ
４
２
） 

 

厚 

生 
 

原
田 

秀
子
（
Ｓ
２
９
） 

 
 
 
 
 

 

菅
沼 

綾
子
（
Ｓ
３
４
） 

 

九
、
そ
の
他 

＊
Ｈ
Ｐ
・
パ
ソ
コ
ン
報
告 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
講
演
会
の
情
報
、
勉
強
会
の

内
容
等
を
掲
載
し
数
専
会
活
動
を
広
げ
て
い
く
。

そ
の
際
個
人
情
報
に
関
す
る
こ
と
は
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
運
営
し
て
い
く
。 

数
専
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
題
字
下
の
ア
ド
レ
ス

か
ら
か
、
東
京
女
子
大
学
同
窓
会
↓
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
↓
数
専
会
で
検
索
で
き
る
。     

    
 

自
主
ゼ
ミ
、
勉
強
会
、
楽
し
い
集
い
、
地
方
の
情

報
等
お
寄
せ
下
さ
い
。
住
所
変
更
等
も
可
能
。 

＊
バ
ザ
ー
委
員
会
報
告 

 

平
成
十
六
年
度
よ
り
バ
ザ
ー
委
員
会
が
発
足
し
、

発
足
当
時
よ
り
委
員
と
し
て
御
尽
力
さ
れ
た
山
本

静
枝
氏
（
Ｓ
２
３
）、
矢
矧
か
つ
子
氏
（
Ｓ
２
６
）

が
退
任
さ
れ
、
木
谷
玲
子
氏
（
Ｓ
３
７
）、
荒
木
祐

子
氏（
Ｓ
５
２
）が
バ
ザ
ー
委
員
を
引
き
継
い
だ
。 

大
変
な
お
仕
事
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

二
部 

塩
谷
靖
子
ソ
プ
ラ
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

 

四
十
二
才
で
声
楽
を
始
め
ら
れ
、
深
い
慈
愛
に

満
ち
た
数
々
の
歌
を
披
露
さ
れ
た
。
な
お
、
ピ
ア

ノ
の
伴
奏
は
ご
子
女
多
依
さ
ん
。
詳
細
は
２
ペ
ー

ジ
を
参
照
。 

 
 
 
｢

ご
あ
い
さ
つ｣ 

 
 
 
 
 

 
 

会
長 

飯
山 

良
子（
Ｓ
４
１
） 

 

今
年
は
ト
リ
ノ
で
荒
川
静
香
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
、

ア
メ
リ
カ
で
王
日
本
野
球
が
世
界
一
に
、
ド
イ
ツ

の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
日
本
も
出
場
と

喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
反
面
、
常
識
で
は
計

り
知
れ
な
い
悲
し
い
事
件
が
頻
発
し
心
痛
む
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
第
二
部
と
し
て
塩
谷
靖
子
さ
ん
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
、
心
打
た
れ
る
歌
の
数
々
に

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
も
内
容
豊
か
な
総
会

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の｢

数
専
会
だ
よ
り｣

を
ご
覧
に
な
っ
て
い

か
が
で
す
か
？ 

文
字
ば
か
り
の
便
り
か
ら
、
写

真
を
取
り
入
れ
、
よ
り
読
み
や
す
く
親
し
み
や
す

い
も
の
を
目
指
し
広
報
の
方
が
苦
労
し
て
作
成
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
夏
季
研
修
会
で
宿
泊
し
た
大
学
の
追
分
寮

は
現
在
取
壊
さ
れ
更
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
数

専
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
再
建
を
願
っ
て
機
会

在
る
ご
と
に
署
名
を
集
め
同
窓
会
よ
り
大
学
に
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
是
非
皆
様
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

数
専
会
の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
は
常
任
幹
事
の
献

身
的
な
奉
仕
で
円
滑
に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

        
 

        

平成 18年度常任幹事 
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「
塩
谷
靖
子 

ソ
プ
ラ
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

  

プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

ア
メ
リ
カ
民
謡 

「
と
き
に
は
母
の
な
い
子
の
よ
う
に
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
黒
人
霊
歌 

「
星
に
願
い
を
」 

 
 

ハ
ー
ラ
イ
ン
作
曲 

「
く
ち
な
し
」 

 
 

 

高
野
喜
久
雄
作
詞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

高
田
三
郎
作
曲 

 

「
曼
珠
沙
華
」 

 
 

 

北
原
白
秋
作
詞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

山
田
耕
筰
作
曲 

 
 

「
落
葉
松
」 

 
 
 

 

野
上
彰
作
詞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

小
林
秀
雄
作
曲 

 

「
う
ぐ
ひ
す
」 

 
 

 

佐
藤
春
夫
作
詞 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

早
坂
文
雄
作
曲 

 
 

「
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ
」 

ク
ル
テ
ィ
ス
作
曲 

 

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」 

カ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲 

「
朝
の
歌
」 

 
 
 

 

レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ル
ロ
作
曲 

「
涙
の
流
れ
る
ま
ま
に
」
ヘ
ン
デ
ル
作
曲 

「
カ
タ
リ
・
カ
タ
リ
」 

カ
ル
デ
ィ
ル
ロ
作
曲 

 

「
ふ
る
さ
と
」 

 
 
 
 
 

 
 
 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

塩
谷
多
衣 

  

 
             

塩
谷
靖
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

東
京
教
育
大
附
属
盲
学
校
を
経
て
、
東
京
女
子

大
文
理
学
部
数
理
学
科
卒
。
日
本
初
の
全
盲
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
な
り
、
点
字
変
換

ソ
フ
ト
な
ど
を
開
発
。
四
十
二
歳
で
声
楽
を
始
め

る
。
東
京
文
化
会
館
で
の
二
度
の
リ
サ
イ
タ
ル
の

他
、
多
数
の
演
奏
会
に
ソ
ロ
出
演
。
ま
た
企
業
・

学
校
・
自
治
体
の
依
頼
に
よ
る
演
奏
会
に
も
多
数

出
演
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
愛
唱

歌
と
幅
広
い
。
第
六
〜
八
回
「
奏
楽
堂
日
本
歌
曲

コ
ン
ク
ー
ル
」
連
続
入
選
。
第
七
回
「
太
陽
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
コ
ン
コ
ル
ソ
」
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
第
一

位
。
第
四
回
「
全
日
本
ソ
リ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

入
賞
他
。
Ｃ
Ｄ
「
わ
か
れ
道
〜
日
本
の
四
季
に
寄

せ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〜
」
を
リ
リ
ー
ス
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ http

://www.
nobuko-s

oprano.
jp/

 

 
【
夏
季
研
修
会
】 

 日
時 

平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
日
（
土
） 

於 
 

東
京
女
子
大
学
安
井
て
つ
記
念
ホ
ー
ル 

 

 

講
演
要
旨(

４
、
５
ペ
ー
ジ)

及
び
講
演
に
つ
い

て
の
感
想
を
下
記
に
掲
載
致
し
ま
す
。 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 

◇
十
時
半
〜
十
二
時
半 

 
｢

音
と
三
角
関
数｣

 

 
 
 

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

数
理
学
科
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

大
阿
久 

俊
則
氏 

 

◇
十
二
時
半
〜
十
四
時 

昼
食
・
懇
親
会 

 

◇
十
四
時
半
〜
十
六
時
半 

 
｢

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
が
や
っ
て
く
る 

 
 
 

‐
‐
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
拓
け
る 

近
未
来
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
‐
‐｣

 

 
 
 

上
智
大
学
経
済
学
部 

経
営
学
科
教
授 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

荒
木 

勉
氏 

 
 
 
 
 

        

夏
季
研
修
会
に
参
加
し
て 

「
音
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
フ
ー
リ
エ
変
換
」 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

中
江 

淳
子（
Ｓ
４
１
） 

数
専
会
夏
季
研
修
会
に
初
め
て
参
加
し
た
。
卒

業
後
の
四
十
年
間
に
次
々
新
校
舎
が
建
ち
〝
安
井

て
つ
記
念
ホ
ー
ル
〞
も
初
め
て
で
あ
っ
た
。 

「
音
と
三
角
関
数
」
と
題
す
る
大
阿
久
俊
則
教
授

の
講
演
は
、
若
い
頃
の
記
憶
装
置
に
刻
ま
れ
た
三

角
関
数
か
ら
記
憶
が
薄
れ
た
フ
ー
リ
エ
級
数
へ
と

進
み
、
音
や
地
震
の
振
動
が
数
式
と
な
っ
て
表
現

さ
れ
た
。
や
は
り
私
も
数
理
学
科
出
身
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
導
入
さ
れ
る
数
式
を
追
い
な
が
ら
理
論

を
辿
る
と
、
納
得
し
て
理
解
出
来
た
（
？
）
喜
び

が
あ
る
（
久
し
振
り
に
脳
が
光
っ
た
よ
う
だ
）。 

平
均
律
音
階
の
振
動
数
が
等
比
数
列
を
な
し
、

各
音
が
フ
ー
リ
エ
関
数
と
し
て
グ
ラ
フ
化
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
さ
れ
た
。
更
に
ピ
ア
ノ
の

鍵
盤
は
振
動
数
の
対
数
メ
モ
リ
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
親
し
み
易
い
講
義
で
あ
っ
た
。
現
在
の
高
校

数
学
で
は
対
数
が
少
な
い
が
、
高
二
で
対
数
を
習

い
、
対
数
尺
の
智
恵
に
驚
い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
。 

ま
た
、
フ
ー
リ
エ
係
数
の
ス
ペ
ク
ト
ル
で
音
の

周
波
数
分
布
が
分
か
り
、
人
が
音
を
認
識
す
る
際

に
は
分
布
の
パ
タ
ー
ン
を
感
知
し
て
い
る
の
で
は

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ル
を
連
続
と
仮

定
し
積
分
し
た
も
の
、
即
ち
フ
ー
リ
エ
変
換
で
子

音
は
表
現
さ
れ
る
こ
と
や
、
Ｘ
線
の
角
度
と
密
度

の
関
数
を
フ
ー
リ
エ
変
換
し
て
、
生
デ
ー
タ
か
ら

断
層
図
が
作
成
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
の
仕
組
み

を
、
図
式
を
以
っ
て
ご
説
明
下
さ
っ
た
。 

フ
ー
リ
エ
変
換
の
作
用
素
に
ノ
ル
ム
を
導
入
、

そ
の
バ
ナ
ッ
ハ
空
間
が
群
を
な
す
よ
う
に
定
義
、

群
上
の
関
数
を
・
・
・
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
ん

な
ゼ
ミ
が
思
い
出
さ
れ
る
。
高
級
な
料
理
を
頂
く

時
、
全
く
味
も
覚
え
ず
唯
々
マ
ナ
ー
に
四
苦
八
苦

し
た
子
供
の
様
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
美
味
し
か
っ

た
と
感
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
食
材
調
達
か
ら
、

調
理
、
味
わ
い
、
後
片
付
け
ま
で
し
て
料
理
も
自

分
の
も
の
に
な
る
。
こ
の
講
義
の
よ
う
に
フ
ー
リ

エ
を
知
り
、
具
体
的
な
導
入
や
利
用
事
例
等
を
学

ぶ
と
、
数
学
を
よ
り
面
白
く
深
く
理
解
出
来
た
の

で
は
。
後
悔
先
に
立
た
ず
で
あ
る
。 

 

見
識
を
広
め
る
の
に
今
回
の
研
修
会
は
と
て
も

良
い
機
会
で
且
つ
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
働
き

盛
り
の
方
が
も
っ
と
参
加
さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

四
十
年
後
の
再
会
と
い
う
楽
し
み
で
参
加
し
た
私

で
す
が
、
講
演
の
あ
ら
す
じ
を
述
べ
ま
し
て
、
若

い
数
専
会
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
誘
い
致
し
ま
す
。 

 

終
り
に 

こ
の
研
修
会
を
計
画
し
、
先
生
方
へ

の
依
頼
や
お
昼
の
手
配
等
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

数
専
会
役
員
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

         

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
や
っ
て

く
る
」 

 

‐
‐
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
拓
け
る 

近
未
来
型
ラ
イ
ル
ス
タ
イ
ル
‐
‐ 

 

の
講
演
を
お
聞
き
し
て 

勝
部 

宏
美(

Ｓ
５
２)

 
 

近
年
よ
く
耳
に
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
、
Ｉ
Ｃ

タ
グ
に
つ
い
て
の
講
演
会
開
催
の
ご
案
内
に
、
技

術
進
歩
凄
ま
じ
い
社
会
に
遅
れ
る
事
な
か
れ
と
受

講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
女
子
大
キ

ャ
ン
パ
ス
内
の
安
井
て
つ
記
念
ホ
ー
ル
で
し
た
。

講
演
当
日
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
足
を
踏
み

入
れ
た
時
に
は
、
遠
い
学
生
時
代
の
講
義
に
向
か

う
気
分
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
経
営
学
の
見
地
か
ら
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
利

用
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大阿久先生の講演 

荒木先生の講演 

塩谷靖子氏コンサート 
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「
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
」
に
答
え

る
の
が
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
で
す
。「
待
て
な
い
、
我

慢
で
き
な
い
、
辛
抱
で
き
な
い
」
と
い
う
人
間
の

欲
望
が
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
を
進
め
て
き
て
い
る
と

い
う
事
で
し
た
。
た
っ
た
半
世
紀
程
の
私
の
人
生

で
も
、
昔
は
ど
う
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
？
と
懐
か

し
く
思
う
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は

当
た
り
前
と
感
じ
る
日
々
の
何
気
な
い
生
活
は
、

人
間
の
我
侭
が
原
動
力
と
な
り
開
発
実
用
化
さ
れ

た
優
れ
た
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
再
認
識

し
ま
し
た
。 

 

講
演
は
、
そ
ん
な
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
を
今
後
更

に
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
つ

い
て
の
話
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
は

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
と
ア
ン
テ
ナ
が
内
臓
さ
れ
、
リ
ー
ダ

ー
／
ラ
イ
タ
ー
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
タ
グ
と
の
間
で
電
波

で
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
行
う
も
の
だ
そ
う
で
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
と
の
相
違
点
は
こ
の
「
電
波
に
よ
る

デ
ー
タ
の
や
り
と
り
」
で
、
身
近
な
例
と
し
て
Ｊ

Ｒ
の
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
で

し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
で
は
得
ら
れ
な
い
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の
利
用
展
開
を
、
海
外

事
例
を
中
心
に
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

講
演
が
進
む
中
、「
こ
れ
は
便
利
！
」、「
こ
れ
は

素
晴
ら
し
い
！
」
と
感
心
す
る
一
方
、「
え
っ
、
こ

れ
は
大
丈
夫
？
」、「
こ
れ
は
恐
い
！
」
と
、
感
心

す
る
の
と
は
相
反
す
る
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
Ｉ

Ｃ
タ
グ
に
よ
り
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
提
供
、

情
報
収
集
が
可
能
と
な
り
経
営
戦
略
上
、
日
常
生

活
上
に
お
い
て
利
便
性
が
向
上
す
る
点
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
ユ
ビ
キ
タ
ス
で
す
。

し
か
し
、瞬
時
に
情
報
収
集
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

私
達
の
知
ら
な
い
う
ち
に
情
報
管
理
さ
れ
て
し
ま

う
点
に
恐
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠

落
が
危
惧
さ
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
買
い
物
に
出

か
け
た
時
に
店
員
さ
ん
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話

も
な
く
な
っ
て
欲
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。「
待
て

な
い
、
我
慢
で
き
な
い
、
辛
抱
で
き
な
い
」
私
達

の
要
求
が
満
た
さ
れ
過
ぎ
る
と
、
ま
た
不
便
さ
を

も
懐
か
し
く
思
う
、
人
間
と
は
な
ん
と
我
侭
な
も

の
か
と
思
う
次
第
で
す
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
、
現
在
日
常
生
活
で

私
達
が
当
た
り
前
に
使
っ
て
い
る
技
術
は
軍
事
目

的
の
為
に
開
発
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
紹
介
さ
れ
た
オ
ム
ニ
・
ト
ラ
ッ
ク
と
い

う
シ
ス
テ
ム
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
、
当
初
は
砂
漠

で
軍
事
ト
ラ
ッ
ク
の
位
置
を
知
ら
せ
る
為
に
開
発

さ
れ
た
と
い
う
事
で
し
た
。
つ
ま
り
は
、
日
常
と

軍
事
は
紙
一
重
、
便
利
と
危
険
は
紙
一
重
と
言
う

事
で
し
ょ
う
か
？ 

技
術
は
使
う
人
間
次
第
と
い

う
事
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
の
講
義
を
お
聞
き
し

て
、
便
利
な
社
会
の
為
の
技
術
開
発
と
共
に
、
人

間
の
倫
理
観
も
豊
か
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
演
の
感
想
を
つ
れ
づ
れ
と
述
べ
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
充
実

し
た
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
を
、
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

講
師
紹
介 

 

◇
大
阿
久
俊
則
氏 

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
数
理
学
科
教
授
、
専
門

は
代
数
解
析
学
と
記
号
計
算
。
研
究
集
会
、
ソ
フ

ト
開
発
、
著
作
、
論
文
発
表
等
幅
広
く
活
躍
。 

 

◇
荒
木
勉
氏 

上
智
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科
教
授
、
専
門
は
、

経
営
工
学
・
経
営
科
学
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
。
大

学
で
の
講
義
以
外
に
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
普
及
の
た
め
研

究
・
講
演
を
行
っ
て
い
る
。 

 

【
会
員
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
】 

 

点
字
図
書
館
っ
て
？ 

 
 

 

荒
井 

智
子(

Ｓ
５
８)

  

私
は
今
、
社
会
福
祉
法
人
格
を
も
つ
点
字
図
書

館
に
勤
め
て
い
ま
す
。
数
理
学
科
卒
業
で
点
字
図

書
館
勤
務
？
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
実
は
私
自
身
も
卒
業
し
た
時
に
は
考

え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
多
数
の
人
と
同
じ

く
、
卒
業
し
て
十
年
ほ
ど
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
点
字
に
興
味
を
も
ち
習

い
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
現
在
の
図
書
館
に

勤
め
て
九
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
日
本
に
は
約
三
十
万
人

く
ら
い
の
視
覚
障
害
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ま
た
、
視
覚
障
害
者
は
一
方
で
情
報
障
害
者
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
、
生
き
て
い
く
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
視
覚
に
よ
り
取

得
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
確
か

に
気
軽
に
本
屋
で
本
を
手
に
と
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
し
、
街
の
案
内
板
や
看
板
を
目
安
に
歩
く
こ

と
も
困
難
で
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
は
音
の
無
い

場
面
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
で
こ
そ
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
情
報
が
手
軽
に
入
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
が
、
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
文
字
や
絵

や
図
を
音
で
表
現
し
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
が
な
い

と
そ
の
恩
恵
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
視
覚
障
害
の
方
に
日
常
の
暮
ら
し
や

学
習
、
教
養
、
娯
楽
な
ど
の
情
報
を
、
点
字
に
訳

し
た
り
（
点
訳
）
、
音
声
に
訳
し
た
り
（
音
訳
）
し

て
提
供
す
る
点
字
図
書
館
は
、
大
き
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

日
本
に
は
約
九
十
の
点
字
図
書
館
が
あ
り
、
点

字
図
書
や
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
に
し
た
音
訳
図
書
の
貸

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
図
書
と
い
う

の
は
、専
用
の
再
生
機
器
は
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

テ
ー
プ
図
書
で
は
で
き
な
い
章
や
節
、
ま
た
は
ペ

ー
ジ
に
よ
る
検
索
が
で
き
る
よ
う
パ
ソ
コ
ン
で
編

集
し
た
も
の
で
す
。
一
枚
に
テ
ー
プ
約
三
十
本
分

の
情
報
が
入
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
後
主
流
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
図
書
館
の
利

用
料
は
無
料
で
す
。 

ま
た
、
点
字
図
書
館
が
一
般
の
図
書
館
と
違
う

と
こ
ろ
は
大
き
く
二
点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
点
目

は
、
一
般
の
図
書
館
で
は
貸
し
出
す
本
を
購
入
し

て
い
ま
す
が
、
点
字
図
書
館
で
は
、
自
分
た
ち
で

本
づ
く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん

点
字
図
書
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
点
字
出
版
所
も

あ
り
ま
す
が
数
が
少
な
く
、
私
た
ち
が
本
屋
で
目

に
す
る
書
籍
数
か
ら
く
ら
べ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
無
い

に
等
し
い
ぐ
ら
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
点
訳
・
音

訳
・
Ｃ
Ｄ
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力

を
得
て
本
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
し
に
点
字
図
書
館
は
成
り
立
た
な
い
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
近
の

本
づ
く
り
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
作
業
が
中
心

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
来
の
点
字
の

知
識
な
ど
の
ほ
か
に
パ
ソ
コ
ン
技
術
も
必
要
で
す
。

職
員
は
も
と
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
そ
れ
が
求

め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
少
々
頭
の
痛
い
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

二
点
目
は
、
利
用
者
へ
の
貸
し
出
し
方
法
が
、

た
い
て
い
郵
送
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

移
動
に
困
難
の
あ
る
視
覚
障
害
の
方
が
直
接
図
書

館
に
行
か
な
く
て
も
、
電
話
や
手
紙
で
本
を
希
望

さ
れ
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

今
の
と
こ
ろ
郵
政
公
社
の
約
款
に
よ
り
、
郵
便
料

金
は
無
料
で
す
。
し
か
し
、
郵
政
が
民
営
化
さ
れ

て
今
後
ど
う
な
る
の
か
、
も
し
有
料
に
な
っ
た
と

し
た
ら
点
字
図
書
館
の
死
活
問
題
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
の
動
き
に
目
が
離
せ
な
い
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
れ
以
外
に
は
、
電
気
製
品
の
説
明
書
や
Ｃ
Ｄ

の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
点
訳
・

音
訳
し
た
り
、
図
書
館
に
出
向
い
て
も
ら
っ
て
対

面
で
朗
読
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
最
近

で
は
、
量
の
少
な
い
点
字
・
音
訳
図
書
を
み
ん
な

で
共
有
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
点
字
図

書
館
そ
れ
ぞ
れ
の
蔵
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
し
、
希
望
の
あ
っ
た
図
書
が
自
館
に
な
か
っ

た
場
合
は
、
簡
単
に
他
館
か
ら
借
り
て
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
作
成
し
た
点
字
や
音
声
の

デ
ー
タ
を
同
じ
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
登
録
し

て
、
利
用
者
自
ら
が
パ
ソ
コ
ン
さ
え
持
っ
て
い
れ

ば
家
に
い
な
が
ら
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
お
か
げ

で
視
覚
障
害
の
方
の
読
書
環
境
も
ほ
ん
の
少
し
ず

つ
良
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
一

般
書
籍
の
刊
行
数
と
点
字
・
音
訳
図
書
の
製
作
数

を
比
較
し
た
と
き
、
年
々
格
差
が
拡
が
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
視
覚
障
害
の
方
が
利
用
で
き
る

図
書
の
絶
対
数
は
足
り
な
い
の
で
す
。
そ
ん
な
状

況
の
中
で
も
、
利
用
者
か
ら
希
望
さ
れ
た
図
書
が

「
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
い
わ
な
い
点
字
図
書
館
を

目
指
し
、
私
た
ち
は
今
日
も
少
な
い
予
算
、
少
な

い
人
数
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。 



                                      (4) 
音と三角関数 

 
（大阿久俊則氏ご寄稿の講演要旨） 

 

 音や地震などの振動現象を三角関数で表そう，というのがフーリエ解析です．まずは，じ

かに感じられる地震の振動を考えてみましょう．同じ大きさの揺れでも振動数(周期)によっ

て建物への影響が異なります．例えば高層の建物ほどゆっくり揺れます．地震の揺れ自体は

色々な周期の振動を含んでいますが，建物によって，そのうちのどのような周期の揺れに反

応しやすいかが異なるのです．このように振動を色々な周期の「単振動」に分けるのがフー

リエ解析です．最近，偽装問題で話題になった建物の耐震強度の計算にも，フーリエ解析が

使われています． 

 さて，本題の音の話に移りましょう．私達の耳に聞こえる音の周波数は１秒間に20 回 

(20Hz(ヘルツ) といいます) から 2 万回くらいなので，じかに振動現象として感じることは

できません．では，私達の聴覚が，音階や和音や，さらには母音の違いなどを認識する際に

は，音の振動のどのような特性が関わっているのでしょうか？この問題は三角関数を考える

ことで解決することができます．単振動は，t を(秒単位の) 時間としてcosωt やsinωt で

表される最も基本的な振動です．これは単位円周上を等速運動する点を横から見たものと同

じです． ωは円運動の速さに相当し，角速度または角周波数と呼ばれます．このとき周期は 

T = 2π/ω(秒)，周波数はf =ω/ 2π(Hz) です．音の周波数は音の高さに対応します．音楽

ではラの音の周波数を 440Hz と定めています．純正調では，音階の周波数の比が分数になる

ように定めます．たとえば１オクターブ離れた２つの音の周波数の比は1:2, 完全 5 度の関

係にある２つの音（たとえばドとソ）の周波数の比は正確に 2:3 になります（平均律では

1:1.4983...）．さらに幾つかの音を足し合わせて和音が作られます．たとえばドミソの和音の

波形は下の左のようになります．これを聞き分けられる人は，この波形を右の３つの単振動

に分解していることになります． 

 

 
 

 

 

 

私達が日本語の「あいうえお」の違いを認識するのも，これと同じ原理です．角周波数がω

の母音の波形は一般に 
 
 
 

 

という形で表されます．これをフーリエ級数といいます．実際には n の大きいところは私達

の耳には聞こえないので，たとえば440 Hz であれば n = 45 くらいまでの和を取れば十分で

す．an cos nωt + bn sin nωt は振幅           の単振動なので，数列 

を f(t) のスペクトルといいます．母音の識別はスペクトルを考えることで説明できます．

どうやら人間の聴覚はフーリエ解析を知っているようです．子音の場合はフーリエ級数では

不十分で，フーリエ変換というものを考える必要があります．フーリエ変換の比較的新しい

応用としては，病院での検査に使われる CT スキャン (Computed Tomography,  コンピュー

タ断層撮影) が有名です．これは色々な方向からとったＸ線写真からフーリエ変換 (正確に

はフーリエ変換から導かれるラドン変換) の計算によって断層像を作り出すものです． 

 



(5) 

ユビキタス・ネットワーク社会がやってくる 
－ＩＣタグで拓ける近未来型ライフスタイル－ 

 （荒木勉氏ご寄稿の講演要旨） 
  

 インターネットを活用すれば、地球上のどこにいても情報を発信や受信することができるようになるこ

とを、「地球上の全ての人々は神のご加護を得る」というラテン語の Ubiquitous を使ってユビキタス・コ

ンピューティングとかユビキタス・ネットワーク社会という。待てない、我慢できない、辛抱できない気

質の日本人にとって、宅配便やコンビニ、携帯電話などが生活に欠かせなくなっている。インターネット

によって情報はいつでも、どこでも、誰でもすぐに手に入れることが当たり前になったため、顧客がほし

いと思った製品をすぐに提供することが出来なければ、企業は勝ち残れないようになっている。そこでは、

ＩＣタグが重要な役割を果たすことになる。ＩＣタグは、ＲＦＩＤ、電子タグ、無線タグなどとも呼ばれ、

バーコードや二次元シンボル（ＱＲコード）と共に我々の生活の中に取り入れられ、安全・安心できる生

活の確保や便利で快適な生活を実現してくれる。 
 ニューヨークのプラダでは、試着室のハンガー架けにＩＣタグが添付された製品を吊すと自動的に製品

情報がディスプレーに表示され、自分の姿が 4 秒遅れに映し出されるマジックミラーと共に顧客の購買意

欲を向上させるために導入されている。ケンブリッジのテスコでは、ジレットの替え刃の箱にＩＣタグが

貼付されており、盗難防止に活用されている。ロンドン郊外のテスコでは、ＩＣタグを貼付したＤＶＤが

スマートシェルフ（賢い棚）に陳列され、欠品（品切れ）防止に活用されている。ロンドンのマークス＆

スペンサーでは、すべてのアパレルの商品タグにＩＣタグが組み込まれ、欠品防止や不良在庫（売れ残り）

削減に活用されている。日本の三越、高島屋、阪急では、婦人靴にＩＣタグを添付し、色やサイズによる

在庫を店頭端末で確認できるシステムを導入している。 
ＩＣタグを活用すれば、アンテナを向けるだけで品物の所在を確認できるため、棚卸し作業が簡単にな

り、毎日のように棚卸しが実行できる。これまでは、バーコードが印刷された値札一枚一枚にハンディタ

ーミナルを近づけなくてはならず、作業が繁雑で棚卸しは頻繁には実施できなかった。ＩＣタグは、在庫

管理の精度を向上させ、顧客満足や顧客サービス向上に貢献する。 
デュッセルドルフのメトロのフューチャーストアでは、買い物用カートにパソコンを装着すれば、売り

場案内や製品情報が表示され、セルフレジも簡単に利用できる。出口にはＩＣタグに書き込まれている情

報を消去する装置が設置されており、プライバシー保護の対策も取られている。将来の小売り店舗の姿を

想像することができる。日本版フューチャーストアについて、昨年クイーンズ伊勢丹、丸井、三越、ファ

ミリーマート、イオンなどで実証実験が実施され、流通・物流分野だけではなく、マーケティングにも活

用できることがわかり、実用化の速度が速まった。 
ＢＳＥや鳥インフルエンザなどの問題が発生して食の安全・安心について関心が高まり、トレーサビリ

ティ（遡及性、追求性）に注目が集まっているが、温度センサーが組み込まれたＩＣタグを材料や製品に

貼付しておけば、流通の履歴がデータベース化されることに加えて、製品の温度変化の履歴が確認できる

ようになる。チルドや冷凍製品、医薬品など温度管理を必要とする製品のトレーサビリティに役立つ。温

度だけでなく、湿度や衝撃センサーを組み込んだＩＣタグの開発が進められている。 
現在、日米欧で同時に取り組んでいるＩＣタグは、バーコードや二次元シンボルと共に流通・物流に利

活用されるようになる。安全・安心が確保された上で、ほしいと思った製品をすぐに手に入れられる時代

が近い将来やってくる。さまざまな分野で新しいビジネスモデルが誕生し、日米欧を中心とした地球規模

で産業構造が改革されることになる。それと共に、人々のライフスタイルも徐々に未来型に変化していく。 
 

 
 
 
 
 
 

バーコードを使用した棚卸し作業（左）に比べて、ＩＣタグを活用すれば（右）簡単になり、精度も上がる 
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【 

会
計
・
会
計
監
査
か
ら 

】 
平
成
十
七
年
度
の
決
算
を
６
ペ
ー
ジ
の
通
り
報
告

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

会
長 

 
 
 
 
 

飯
山 

良
子 

 
 
 
 
 

会
計 

 
 
 
 
 

松
本 

友
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

荒
木 

祐
子 

精
査
の
結
果
、
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。 

 
 
 

 

平
成
十
八
年
五
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 

会
計
監
査 

 
 
 

廣
田 

貞
子 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

土
屋 

昌
子 

 

【 

会
計
か
ら 

】 
 

平
成
十
八
年
度
の
予
算
が
総
会
に
て
６
ペ
ー
ジ
の

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
基
金
を
利
用
し
て
秋
に
数
専
会
主
催

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
、
基
金
の
有
効

な
利
用
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
案
下
さ
い
。
常
任

幹
事
会
に
て
検
討
の
う
え
、
総
会
で
使
途
を
決
定
し

ま
す
。 

維
持
運
営
費
の
振
り
込
み
用
紙
が
同
封
さ
れ
て

い
る
方
は
お
納
め
下
さ
い
。 

 

【 

厚
生
部
か
ら 

】 
 

平
成
十
七
年
度
の
活
動
状
況
を
報
告
い
た
し
ま

す
。 

・
専
任
教
員 

 
 
 
 
 
 

３
６
件
（
成
立
な
し
） 

・
時
間
講
師 

 
 
 
 
 
 

２
４
件
（
成
立
な
し
） 

・
家
庭
教
師 

 
 
 
 
 
 
 

１
件
（
成
立
な
し
） 

求
職
希
望
者
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。 

数
専
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
厚
生
部
求
人
情
報
を
、
ご

利
用
下
さ
い
。
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

℡ 

×
×
×
‐
×
×
×
‐
×
×
×
× 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

平
澤 

眞
理
子（
Ｓ
５
２
） 

 

【 

庶
務
部
か
ら 

】 

★
庶
務
（
住
所
管
理
担
当
）
か
ら
の
お
願
い
★ 

・
維
持
運
営
費
の
振
込
み
に
は
必
ず
卒
業
年
を
書
い

て
く
だ
さ
い
（
同
姓
同
名
が
あ
り
ま
す
）
。
和
暦
・

西
暦
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。 

・
転
送
さ
れ
た
手
紙
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
新
住
所
を

ご
連
絡
下
さ
い(

転
送
期
間
は
一
年
で
す)

。 

・
改
姓
・
名
簿
変
更
な
ど
は
数
専
会
Ｈ
Ｐ
・
会
長
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
葉
書
な
ど
で
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

・
ク
ラ
ス
会
開
催
等
で
名
簿
が
必
要
な
時
は
、
ご
連

絡
下
さ
い
。 

 
 

 
 

℡ 

×
×
‐
×
×
×
×
‐
×
×
×
× 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

山
田 

洋
子（
Ｓ
４
１
） 

℡
×
×
×
‐
×
×
×
‐
×
×
×
× 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

遠
藤 

陽
子（
Ｓ
４
５
） 

  

【 

研
究
部
か
ら 

】 
 

今
年
の
夏
季
研
修
会
は
、
東
京
女
子
大
学
安
井
て

つ
記
念
ホ
ー
ル
の
二
階
教
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

お
昼
は
、
学
生
食
堂
の
二
階
で
お
食
事
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
の
大
阿
久

先
生
、
荒
木
先
生
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
人
数
の
多
い
学
年
は
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
と
な
り
、

と
て
も
賑
や
か
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。 

女
子
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
夏
季
研
修
会
開
催
は
、

初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
懐
か
し
い
場
所

と
い
う
こ
と
も
あ
り
七
十
名
余
り
の
参
加
者
に
は
大

変
好
評
で
し
た
。
教
室
に
は
最
新
の
設
備
も
整
っ
て

お
り
、
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
女
子
大
で
の
開
催
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
友
達
同
士

誘
い
合
っ
て
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
の
つ
も
り
で
参
加
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

ん
な
話
が
聞
き
た
い
と
か
、
講
師
と
し
て
紹
介
し
た

い
方
と
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
気
軽
に
研

究
部
の
方
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ

る
会
員
の
話
も
是
非
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

ま
た
、
勉
強
会
が
よ
り
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う

一
講
座
、
年
間
二
万
円
の
補
助
を
し
、
毎
年
春
に
は 

「
研
究
部
の
お
知
ら
せ
」
で
会
員
の
皆
様
に
新
年
度

の
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
自
主
ゼ
ミ
一
ク

ラ
ス
を
含
め
十
ク
ラ
ス
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
四
月
か
ら
新

設
さ
れ
た
パ
ズ
ル
研
究
会
も
、
十
名
ほ
ど
の
参
加
で

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
自
主
ゼ
ミ

を
開
い
た
り
、
東
京
近
辺
以
外
で
の
自
主
ゼ
ミ
の
活

動
な
ど
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

★ 

勉
強
会  

★ 

① 

高
村
多
賀
子
先
生
ゼ
ミ  
 

② 

杉
山
真
澄
先
生
ゼ
ミ 

 
 
 

 

③ 
 

高
校
数
学
勉
強
会 
 

ⓐ

清
水
不
二
先
生
ゼ
ミ 

ⓑ

吉
田
萌
子
先
生
ゼ
ミ 

④ 

パ
ソ
コ
ン
教
室 

ⓐ

パ
ソ
コ
ン
教
室 

 
  
  
  
  

飯
山 

良
子
先
生 

 

ⓑ

プ
ラ
ム
パ
ソ
コ
ン
教
室 

 
  

荒
木 

純
子
先
生 

 
 

 
 

 

ⓒ

チ
ェ
リ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室 

  

荒
木 

純
子
先
生 
ⓓ

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室 

   

矢
矧
か
つ
子
先
生 

ⓔ

新
設
講
座
パ
ズ
ル
研
究
会 

  

荒
木 

純
子
先
生 

ⓕ

け
や
き
パ
ソ
コ
ン
教
室  

 

塚
本 

典
子
先
生 

（
休
講
中
） 

⑤ 

自
主
ゼ
ミ 

石
田
静
子
先
生
ゼ
ミ 

お
問
い
合
わ
せ 

 
 

 
 

  
 
 

℡ 

×
×
×
‐
×
×
×
‐
×
×
×
× 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

高
山 

千
津
子
（
Ｓ
４
１
） 

℡ 

×
×
×
×
‐
×
×
‐
×
×
×
× 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

庵
原 

ち
ひ
ろ（
Ｓ
５
０
） 

 

【 

秋
の
講
演
会
の
御
案
内 

】 
 

日
時 

十
一
月
二
十
五
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

 

午
後
一
時
半
よ
り 

場
所 

五
一
号
館
（
旧
幼
児
グ
ル
ー
プ
）
二
階 

 
 
 
 

同
窓
会
館
入
り
口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。 

会
費 

１
０
０
０
円 

 
 
 
 

 

「
動
物
の
年
齢
を
調
べ
る
」 

講
師 

石
井
信
夫
氏 

 
 

数
理
学
科
教
授 

お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ 

℡
・
ＦＡＸ 

×
×
×
×
‐
×
×
‐
×
×
×
× 

木
谷 

玲
子
（
８
時
〜
２
０
時
） 

 
 
 
 

（
準
備
の
都
合
上
、
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
） 

      
 

★ 

数
専
会
へ
の
ご
寄
付 

★ 
 

有
志
の
方
々
よ
り
数
専
会
に
計
四
万
五
千
円
の 

 

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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小
川
岩
雄
先
生
を
偲
ん
で 

 
   

  
 
 
 
 
 
 

矢
矧 

か
つ
子
（
Ｓ
２
６) 

小
川
岩
雄
先
生
が
平
成
十
八
年
六
月
十
三
日
に 

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
立
教
大
学
名

誉
教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
女
子
大
と
は
関

係
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数
専
会
と
は
長
い
お
付

き
合
い
で
、
色
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

小
川
先
生
は
湯
川
秀
樹
氏
の
甥
御
さ
ん
で
、
東
大

卒
業
後
、江
田
島
の
海
軍
兵
学
校
で
教
官
を
な
さ
り
、

広
島
の
原
爆
も
目
近
に
体
験
な
さ
い
ま
し
た
。
敗
戦

後
、
東
大
の
大
学
院
の
時
に
、
昭
和
二
十
一
年
で
す

が
、
数
学
の
学
生
に
物
理
を
教
え
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
、
二
十
三
年
卒
の
方
達
が
、
敗
戦
直

後
で
、
教
科
書
も
無
い
時
な
の
で
、
先
生
か
ら
、
本

を
お
借
り
し
て
、ガ
リ
を
切
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。 

先
生
の
奥
様
は
英
文
科
の
卒
業
生
で
、
亡
く
な
ら

れ
た
石
田
展
子
さ
ん
と
茜
寮
の
と
き
御
一
緒
で
、
そ

の
ご
縁
で
数
専
会
の
物
理
勉
強
会
が
一
九
九
四
年
四

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
勉
強
会
も
楽
し
か
っ
た
の

で
す
が
、
先
生
に
連
れ
て
頂
い
て
、
中
々
私
達
で
は

行
か
れ
な
い
所
へ
の
見
学
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。九
十
四
年
八
月
六
日
に
江
ノ
島
で
、

数
専
会
の
夏
季
研
修
会
に
お
出
で
頂
き
、
講
演
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。九
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
、 

三

浦
半
島
の
立
教
大
学
の
研
究
用
原
子
炉
の
見
学
、
九

十
五
年
、
物
理
ゼ
ミ
の
修
学
旅
行
で
広
島
へ
、
宮
島

や
原
爆
資
料
館
な
ど
、
九
十
六
年
三
月
六
日
船
橋
の

放
射
線
医
療
総
合
研
究
所
の
見
学
を
い
た
し
ま
し
た
。

筑
波
の
研
究
施
設
に
も
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
先
生

は
第
一
回
か
ら
、
バ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
に
参
加
さ

れ
、
九
十
五
年
に
は
会
議
と
し
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

気
さ
く
で
、
穏
や
か
な
お
人
柄
で
、
私
達
は
色
々

と
お
ね
だ
り
し
て
は
、
良
い
思
い
出
を
一
杯
残
し
て

頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

 

 

さ
る
六
月
十
三
日 

小
川
岩
雄
先
生
が
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
一
九
九
四
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
七
月
ま

で
数
専
会
の
物
理
勉
強
会
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。  

数
専
会
よ
り
お
花
を
お
供
え
い
た
し
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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【
ゼ
ミ
紹
介
】 

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
つ
く
る
パ
ズ
ル
研
究
会 

 
 
 
 
 

越
山 

祐
子(

Ｓ
５
０)

 

昨
年
の
秋
、
数
専
会
の
講
演
会
に
参
加
し
た
と

き
、
同
期
の
荒
木
純
子
さ
ん
に
卒
業
後
三
十
年
ぶ

り
に
会
い
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
道
、
学
生
時
代
の

よ
う
に
、
西
荻
窪
駅
前
の
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を

す
す
り
な
が
ら
語
り
合
っ
た
中
に
、
パ
ズ
ル
研
究

会
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
近
所
に
お
住
ま
い
の
十
期
ほ
ど
先

輩
の
英
文
科
出
身
の
方
が
、
片
道
二
時
間
ほ
ど
か

け
て
学
生
時
代
の
友
人
と
の
原
書
購
読
の
会
に
月

に
一
回
出
か
け
て
い
る
、
と
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
パ
ズ
ル
研
究
会
が
開
か
れ
る

な
ら
ば
、メ
ン
バ
ー
に
な
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の
春
、
受
講
者
十
人
で
研
究
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

パ
ズ
ル
研
究
会
は
「
で
き
あ
が
っ
た
パ
ズ
ル
を

解
い
て
楽
し
む
こ
と
」
は
勿
論
で
す
が
、「
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
に
搭
載
さ
れ
た
機
能
を
使
っ
て
パ
ズ
ル
を
つ

く
る
こ
と
」
が
メ
イ
ン
で
す
。
一
学
期
は
、
４
色

問
題
（*

１
）
、
数
字
あ
て
ク
イ
ズ
（*

２
）
を
作
り

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
パ
ズ
ル
も
な
か
な
か
の
で
き

上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
初
め
は
骨
子
の
部

分
か
ら
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
使

え
る
関
数
は
数
多
く
あ
る
よ
う
で
、あ
あ
し
た
い
、

こ
う
し
た
い
と
き
、
ど
の
よ
う
な
関
数
が
使
え
る

の
か
、
見
当
が
つ
か
な
い
私
た
ち
で
す
が
、
荒
木

さ
ん
が
準
備
さ
れ
た
資
料
の
お
か
げ
で
、う
ー
む
、

な
る
ほ
ど
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
、
と
進
ん
で
い
き
ま

す
。
大
ま
か
な
骨
子
が
仕
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
工
夫
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
操
作
を
自
動
的
に
実
行
で
き
る
マ
ク
ロ

機
能
の
利
用
も
学
び
始
め
ま
し
た
。
ま
る
で
、
進

化
す
る
パ
ズ
ル
で
す
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
普
及
す
る
前
の
、
学
生
時
代
の
大
型
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
大
変
さ
に
比

べ
る
と
、
こ
ん
な
に
手
軽
に
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
め
る
の
は
驚
き
で
す
。 

ど
の
メ
ン
バ
ー
も
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
操
作
は
で
き

ま
す
が
、
ど
の
程
度
利
用
で
き
る
か
に
は
個
人
差

が
あ
る
よ
う
で
す
。
隣
や
後
ろ
の
方
が
ど
う
や
っ

て
い
る
か
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
覗
い
た
り
、
尋
ね

た
り
も
あ
り
で
す
し
、
荒
木
さ
ん
は
、
受
講
者
ひ

と
り
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
を
尊
重
し
て
講
座
を
進
め

て
く
だ
さ
る
の
で
、
私
の
よ
う
な
ボ
ヤ
ボ
ヤ
し
て

い
る
者
で
も
、
楽
し
く
参
加
で
き
て
い
ま
す
。 

パ
ズ
ル
研
究
会
は 

毎
月
第
二
金
曜 

十
時
〜

十
二
時 

七
二
年
館
に
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

会
費
：
一
ヶ
月
一
五
〇
〇
円 

テ
キ
ス
ト
：
Ｚ

式
マ
ス
タ
ー 

エ
ク
セ
ル 

マ
ク
ロ
＆VBA

編 
Win

dows

版 
 

発
行
元 

株
式
会
社
ア
ス
キ
ー 

（*

１
）
数
専
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ 

htt
p://www.

geociti
es.jp/tw

cumath/
top/t

op.
htm 

 

研
究
部
↓
プ
ラ
ム
パ
ソ
コ
ン
講
座
↓

エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
を
つ
か
っ
た
パ
ズ
ル
↓
４
色

問
題 

（*

２
）与
え
ら
れ
た
１
か
ら
９
ま
で
の
異
な
る
４

つ
の
数
字
の
数
字
と
位
置
を
当
て
る
パ
ズ
ル
。 

・
本
来
、〈
問
題
〉
の
「
２
５
７
４
」
は
白
字
設 

定
に
し
て
あ
る
の
で
見
え
ま
せ
ん
。・
数
も
位
置
も 

正
し
い
個
数
を
○
欄
に
、
数
は
正
し
い
が
位
置
が 

違
う
個
数
を
△
欄
に
、
数
も
位
置
も
正
し
く
な
い 

も
の
の
個
数
を
×
欄
に
出
力
し
ま
す
。
・
○
△
× 

の
数
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
与
え
ら
れ
た
数
を
当
て
ま 

す
。・
正
解
に
な
る
と 

お
め
で
と
う 

と
褒
め
て 

く
れ
ま
す
。 

                   

【
支
部
だ
よ
り
】 

  
 

沖
縄
よ
り 

伊
志
嶺 

雅
子（
Ｓ
４
１
） 

 

青
い
空
と
青
い
海
、花
は
一
年
中
咲
き
み
だ
れ
、

沖
縄
は
自
然
が
美
し
い
島
で
す
。
と
り
わ
け
七
色

に
変
化
す
る
海
の
美
し
さ
は
例
え
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
う
っ
と
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
さ
ん
し
ん
と
琉
舞
に
代
表
さ
れ
る
独
特

の
芸
能
に
は
心
癒
さ
れ
ま
す
。 

 

県
民
は
朝
ド
ラ
の
“
ち
ゅ
ら
さ
ん
”
に
も
あ
る

よ
う
に
、
総
じ
て
明
る
く
て
や
さ
し
い
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
沖
縄
は
去
る
戦
争
で
筆
舌
に
尽

く
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
犠
牲
を
強
い
ら
れ
た
う
え
、

今
も
全
国
の
米
軍
基
地
の
七
十
五
％
を
抱
え
る
基

地
の
島
で
す
。
平
和
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ

る
地
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

様
々
な
顔
を
も
つ
島
、
魅
力
溢
れ
る
島
、
こ
こ

に
私
た
ち
同
窓
生
二
十
余
名
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

出
身
も
年
齢
も
生
活
暦
も
異
な
る
け
れ
ど
全
員
沖

縄
大
好
き
人
間
で
す
。
同
窓
会
沖
縄
支
部
は
小
さ

い
な
が
ら
定
例
総
会
，
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
軸
に
、

随
時
、
会
報
の
発
行
、
歓
送
迎
会
、
学
習
会
な
ど

を
開
き
な
が
ら
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
力
も
ち

な
の
で
得
る
こ
と
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、

不
思
議
な
も
の
で
女
子
大
で
学
ん
だ
と
い
う
だ
け

で
、
は
じ
め
て
参
加
し
た
だ
け
で
ず
ー
っ
と
会
い

続
け
て
い
た
よ
う
な
関
係
に
な
り
ま
す
。
数
専
会 

の
会
員
は
ま
だ
三
人
だ
け
で
す
。
私
は
数
学
と
は

全
く
縁
の
な
い
生
活
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
ま

に
届
く
数
専
会
だ
よ
り
で
か
ろ
う
じ
て
数
学
の
接 

点
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
、
そ
れ
だ
け
に 

           

〝
た
よ
り
〞
が
届
く
の
が
楽
し
み
で
す
。 

 

数
専
会
の
み
な
さ
ま
、
一
度
は
沖
縄
に
是
非
お

運
び
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
心
に
残
る
旅
を
し
て
い

た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お
気
に
召
し

た
ら
沖
縄
県
民
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
最
近
は
リ

タ
イ
ヤ
さ
れ
た
方
々
の
移
住
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

【
追
分
寮
再
建
を
願
っ
て
】 

 

東
京
女
子
大
学
追
分
寮
に
い
ら
し
た
こ
と
が
お

あ
り
で
す
か
？ 

 

軽
井
沢
の
喧
騒
を
離
れ
、
車
で
西
に
十
五
分
ぐ

ら
い
走
っ
た
と
こ
ろ
に
追
分
宿
が
あ
り
ま
す
。
昔

な
が
ら
の
佇
ま
い
を
残
し
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

中
に
東
京
女
子
大
学
追
分
寮
は
あ
り
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
追
分
寮
は
建
築
さ
れ
て
七
十
年
の

歳
月
が
経
ち
、
雨
漏
り
な
ど
の
老
朽
化
が
著
し
く

使
用
不
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ス
ベ
ス
ト

問
題
も
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
四
月
末
ま
で
に
取
壊

さ
れ
ま
し
た
。 

 

数
専
会
で
は
、
夏
季
研
修
会
を
追
分
寮
で
開
催

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
追
分
寮
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
に
は
余
り
に
も
残
念
で
す
。
大
学
で
は
取
壊
し

後
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
二
〇
〇
八
年
に
諸
事

情
を
考
え
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
。 

 

数
専
会
で
は
再
建
を
願
う
署
名
を
集
め
、
同
窓

会
会
長
よ
り
大
学
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
の
署
名
を
多
く
の
方
に
お
願 

い
し
た
い
の
で
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
編
集
後
記 

】 
 

梅
雨
明
け
が
遅
れ
、
夏
ら
し
い
日
も
短
か
っ
た

よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。
秋
風
の
爽
や
か
な
頃
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
も
多
く
の
方
の
ご
寄
稿
を
頂

き
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
お
声

を
お
届
け
し
、
数
専
会
会
員
の
繋
が
り
を
大
事
に

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

沖縄の海 


